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　表　　題

　適用機種　　ＡＪ７１Ｐ４１、ユーザーズマニュアル(IB(名)-68110)

　　三菱汎用シーケンサＭＥＬＳＥＣ-Ａシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げ
　ます。

　　ＭＥＬＳＥＣ-Ａシリーズ　ＳＵＭＩＮＥＴインタフェースユニットの仕様を変更致し
　ましたので，その変更内容とマニュアルの改訂内容についてご連絡致します。
＊ 仕様変更の対象ソフトウェアバージョンは，３．項によりご確認ください。

　　　　１１１１....仕仕仕仕様様様様変変変変更更更更－－－－１１１１    (ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ ３．９項に追加）
　　 （１）ＳＵＭＩＮＥＴインタフェースユニットのソフトウェアバージョンが”ＪＪＪＪ”版
　　　　　 から、ＳＵＭＩＮＥＴのＬＡＮステータスがバッファメモリ（アドレス：２）
　　　　　 に格納されます。

　　 （２）ユニットへのセンタ給電状態、回線のループバック状況やインサート状況を確
　　　　　 認するときに、バッファメモリを読み出してください。

　　 （３）ユニットのＬＡＮステータスは、次のようにバッファメモリへ格納されます。
　　　　　 ＊　バッファメモリのアドレス：２、３以外は、従来と同じ構成です。

　　　　　　　　＊１　ループバック状況(B1、B2)が ”ループ異常”のときは、シーケンサCPUとの入出
　　　　　　　        力信号のループ状態異常検出信号（Ｘ１Ｄ）がＯＮします。
　　　　　　　　　　　ループ状態異常検出信号がＯＦＦ時のループバック状況は、上記バッファメモリ
　　　　　　　　　    を読み出して確認してください。
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ＭＥＬＳＥＣ-Ａシリーズ　ＳＵＭＩＮＥＴインタフェースユニット
仕様変更（改善）のご連絡

　　　＊ 下記以外のﾋﾞｯﾄ部分はｼｽﾃﾑ情報です。
ﾋﾞｯﾄ位置
15       ～        8 7  6 5 4 3  2 1 0

ｾﾝﾀ給電状態(V2)
     1：給電なし
     0：給電中
ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ状況(B1、B2)
　１１：ﾉｰﾏﾙ
　０１：上流側ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ中
　１０：下流側ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ中
　００：ﾙｰﾌﾟ異常（＊１）
ｲﾝｻｰﾄ状態(INS)
     1：ｲﾝｻｰﾄしていない
     0：ｲﾝｻｰﾄしている

バッファメモリ

ｱﾄﾞﾚｽ０ 自ﾉｰﾄﾞ番号格納ｴﾘｱ

　　 １ 自ﾉｰﾄﾞ番号異常ｺｰﾄﾞ格納ｴﾘｱ

     ２ LANｽﾃｰﾀｽ格納ｴﾘｱ
　　 ３ （２.項参照）
     ４
     ：
     ９

使用不可

   １０
     ：
７６７９

（従来の構成）

→



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No.ＰＬＣ-Ｄ－２７５－Ｂ（２／２）
　　　　２２２２....仕仕仕仕様様様様変変変変更更更更－－－－２２２２    (ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ ３．９項に追加）
　　 （１）ＳＵＭＩＮＥＴインタフェースユニットのソフトウェアバージョンが”ＫＫＫＫ”版
　　　　　 から、相手ノードからのシーケンサＣＰＵ内データの読出し／書込み交信にお
　　　　　 いて使用されるＣＰＵ監視タイマをユーザ設定できます。
 　　　　　（バッファメモリ（アドレス：３）で設定）

（２） ＣＰＵ監視タイマは、相手ノードからのデータ（コマンド）の受信により、シ
　　　ーケンサＣＰＵへ読出し／書込み要求してから結果を入力するまでの、シーケ
　　　ンサＣＰＵ側の動作を、ＳＵＭＩＮＥＴインタフェースユニットが監視する時
　　　間です。

　　　　　 デフォルト値を変更するときは、 ＳＵＭＩＮＥＴインタフェースユニット装着
　　　　　 局シーケンサＣＰＵの動作開始時（特殊リレーＭ９０３８：ＲＵＮ後１スキャ
　　　　　 ンＯＮ時）に変更値を書き込んでください。（初期設定）
           （例） 1ｽｷｬﾝ  ﾙｰﾌﾟ  WDT
                    ON   異常  異常
                   M9038  X1D  X1F
　　　　　                                            ［ TO H0000 H3  HBB8 K1 ］

　　 （３）ＣＰＵ監視タイマ値は、０Ｈ～ＦＦＦＦＨ（０～６５５３５）で設定します。
　　　　　 　　　　　　　０Ｈ：無限待ち（ＣＰＵ監視時間なし）
　　　　　 　１Ｈ～ＦＦＦＦＨ：ＣＰＵ監視時間（設定値の単位：１０ｍｓ）
　　　　　　　　　　　　　　　 ＊　デフォルト値＝１７７０Ｈ（１分）

　　 （４）シーケンサＣＰＵ内データの読出し／書込み交信時、ＣＰＵ監視タイマエラー
　　　　　 が発生したときは、交信要求の相手ノードへ次のレスポンスが返されます。

　　　　　 相手ノードへ、終了コード＝５ＢＨ、異常コード＝１１Ｈが返されたときは、
           次の処置を行って、再度シーケンサＣＰＵ内データの読出し／書込みを実行し
　　　　　 てください。（リトライ処理）

・ データの読出し／書込み先シーケンサの状態、経由するＭＥＬＳＥＣＮＥＴ
　           のデータリンク状態を確認し、正常動作・正常交信の状態にする。
　　　　　 ・ＣＰＵ監視タイマの設定値を大きくする。（調整）

　　　　３３３３....ユユユユニニニニッッッットトトトののののババババーーーージジジジョョョョンンンン確確確確認認認認方方方方法法法法
　　　 仕様変更されるユニットの対象バージョンは，ユニット正面のユニットバージョン
　　 シールでご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

AJ71P41
 A　B

上記シールの場合は、ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝが”Ａ”、
ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝが”Ｂ”であることを示してい
ます。

ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

＊　ﾕﾆｯﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝｼｰﾙでのﾊﾞｰｼﾞｮﾝの見方

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝｼｰﾙ

レスポンス
サブヘッダ

（マニュアル参照）
終了コード
５ＢＨ

異常コード
１１Ｈ


